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金木町蒔田地区 
”ブ 

〈今月の市民〉 

人 口／63,523人（-49) 

男 /29,815A(-29) 

女 ／33,708人（-20) 

世帯数／24,440世帯（-3) 
1月31日現在（前月比） 
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弓道の競技力向上に貢献 

工藤誠一 
（鎌谷町） 

高校教諭として長く

弓道の普及・振興、強

化に尽力し全国高校総

体出場者を多数育成。 

県弓道連盟審査員、五

所川原弓道会会長とし

て底辺拡大と競技力向

上に寄与する。 

柔道の普及・振興に寄与 

川浪佑攻 
（若葉） 

高校教諭として長く

柔道の指導・強化に挺

身し、多くの名選手を

育成。競技力向上に貢

献する。柔道の普及・

振興に尽力し、青少年

の健全育成にも寄与す

る。 

1  

▲ を二、、 

バレーボール振興に功績 

楠美俊一 
（高野） 

高校バレーボール監督
として長く指導・強化に
挺身。東北、全国大会等
に多数出場させ、社会人
チーム育成にも尽力し、 
多くの名選手を世に輩
出。現在も市バレーボー 
ル協会会長として陣頭指
揮をとる。 

卓球の指導・強化に尽力 

封馬昭文 
（新町） 

名選手として誉れ高

く、小学校教諭として

長く卓球の指導・強化

に挺身。東北大会等幾

多の大会を企画・誘致

し、卓球の普及・振興

に尽力し多大な成果を

挙げている。 

- 

ス
ポ
ー
ツ
特
別
優
秀
選
手
賞
 

2月18日、今年度の五所川原市スポー 

ツ賞・文化賞表彰式が中央公民館で行わ

れ、当市在住及び出身者で昨年中にスポ 

ーツや文化活動において功績顕著な方々

や県内外の大会で優秀な成績を収められ

た個人・団体が表彰されました。 

スポーツ部門は個人127人と23団体、文

化部門では個人16人と6団体が受賞されま

した。受賞者は次のとおりです。 

（順不同敬称略） 

7
 白
陰叩
七
厨
》
論
嵩W自
 

第33回全国高等学校

少林寺拳法大会女子初

段組演武の部第 1位 

第33回全国高等学校

少林寺拳法大会女子初

段組演武の部第 1位 

工
藤

沙

也

花
（
五
一
高
3
年
）
 

◇
柔
道
 

剛
柔
舘
藤
田
道
場
 

◇
少
林
寺
拳
法
 

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
男
子
少
林
寺
拳
 

法
部
、
五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
女
子
少
 

林
寺
拳
法
部
 

◇
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

藻
川
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
 

◇
卓
球
 

羽
野
木
沢
小
学
校
 

封

馬

真
奈
美

（
五一
高3
年
）
 

◆
少
林
寺
拳
法
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◇
サ
ッ
力
ー
 

福
士
優
梨
香
（s
H
R
I
N
E
.
L
.
 

F
c
・
栄小
6
年
）
 

◇
柔
道
 

角
田
峻
理
（
青
森
北
高3
年
）
、前

田
奈
恵
子
（
五
一
中
3
年
）
、高
橋

知
希
（
剛
柔舘
藤
田
道
場
・
沖
飯
詰

小
6
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 

笠
井
貴
宏
（
五
一
高
3
年
）
、江
良

修
平
（
同
3
年
）
、蒔
苗
祐
弥

（
同
 

2
年
）
、新
谷
涼
太
（
同2
年
）
、成

田
 
紅
（
同2
年
）
、襖
庭
沙
織
（
同
 

2
年
）
、須
郷
正
也
（
同2
年
）
、山

田
冬
斗
（
同
1
年
）
 

◇
水
泳
 

藤
田
浩
幸
（
フ
ィ
ット
ネ
ス
ク
ラ
ブ

ウ
イ
ン
グ
五
所
川
原
・
東
義高
3
年
）
 

◇
相
撲
 

増
田
匡
紀
（
五
所
川
原
市
相
撲
協

会
）
、葛
西
美
菜
子
（
青森
県
相
撲

連
盟
）
、七
戸
達
也
（
五
農高
3
年
）
 

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
 

三
上
大
介

（
五三
中
3
年
）
 

◇
陸
上
 

敦
賀
又
四
郎
（
愛
好会
）
、角
田
日

世
子

（
木造
高
2
年
）
 

柔
圏
関
励
）)（
団
体
）
 

◇
柔
道
 

五
所
川
原
柔
道
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
、
 

五
所
川
原
第
一
中学
校
男
子
柔
道
部
、
 

五
所
川
原
第
一
中学
校
女
子
柔
道
部
、
 

剛
柔
舘
藤
田
道
場
、
五
所
川
原
柔
道
 

少
年
団
 

◇
少
林
寺
拳
法
 

五
所
川
原
第
一
高等
学
校
 

◇
水
泳
 

五
所
川
原
第
一
中
学校
、
ス
ポ
ー
ツ
 

ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原
 

◇
相
撲
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
 

◇
卓
球
 

五
所
川
原
T
T
c、
五
所
川
原
第
一
 

中
学
校
、
五
所
川
原
第
二
中
学
校
、
 

羽
野
木
沢
小
学
校
 

◇
野
球
 

五
所
川
原
第
一
中
学校
 

◇
陸
上
 

金
木
小
学
校
、
栄
レ
ー
シ
ン
グク
ラ
 

ブ
 

或
」《謝
佃園
翻
］()
 

◇
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィン
グ
 

金
田
 
巨
（
五
工
高3
年
）
、松
山
雄

行
（
同
2
年
）
、増
田
幹
也
（
同2
年
）
 

◇
弓
道
 

奥
寺
志
麻
（
五
所
川
原
弓
道
会
）
、
 

封
馬
 
徹
（
五
工
高3
年
）
 

◇
柔
道
 

三
浦
慎
平

（
青
森北
高
3
年
）
、西

村
沙
智
子
（
五
商
高
3
年
）
、藤
田

夏
季

（
同1
年
）
、原
 
明
菜
（
青

森
山
田
高
2
年
）
、封
馬
慎
之
介

（
青

森
山
田
中
2
年
）
、工
藤
真
弓

（
五
一

中
3
年
）
、櫛
引
貴
志
（
同
3
年
）
、
 

工
藤
 
慎
（
同3
年
）
、西
村
真
司
（
同
 

3
年
）
、中
川
雄
介
（
同2
年
）
、工

藤
 
悠
（
同
2
年
）
、工
藤
千
佳
（
同
 
 

1
年
）
、高
橋
一
聖
（
五
所川
原
柔

道
少
年
団
・
金
木小
6
年
）
、和
田
佳

祐
（
同
圭
輪
小
6
年
）
、笠
井
盛
龍
 

（
同・6
歳
）
、金
本
 
唯
（
金
木
柔

道
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
金
木
小
2
年
）
、
 

荒
関
駿
佑
（
同

・6
歳
）
、花
田
大
障
 

（
剛
柔舘
藤
田
道
場
二
二
輪
小5
年
）
、
 

小
田
桐
史
明

（
同・
栄
小5
年
）
、小

田
桐
功
季
（
同・
栄小
3
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 

佐
藤
恵
美
（
五
所川
原
少
林
寺
拳
法

協
会
）
、佐
藤
晴
美
（
同
）
、津
田
隆

徳
（
同
・
五
一
中
1
年
）
、山
田

大

（
同
・
栄
小
6
年
）
、成
田
功
樹
 

（
五
一
高3
年
）
、小
田
川
大
和

（
同
 

3
年
）
、盛
 
な
お
み
（
同3
年
）
、
 

工
藤
琴
栄
（
同
3
年
）
、越
谷
め
ぐ

み
（
同3
年
）
、原
田
理
保
（
同3
年
）
、
 

山
谷
尚
也
（
同2
年
）
、加
藤
剛
士
（
同
 

2
年
）
、土
岐
隆
介

（
同2
年
）
、小

川
和
弥
（
同1
年
）
、三
浦
綾
香

（
同
 

1
年
）
、木
村
友
香

（
同1
年
）
、村

元
祐
輝

（
同1
年
）
、中
野
桂
輔

（
少

林
寺
拳
法
青
森
西
支
部
・
五
一
中3
 

年
）
、中
野
浩
輔
（
同・
五
一
中3
年
）
 

◇
新
体
操
 

藤
本
佳
奈

（
青
森
山田
中
2
年
）
 

◇
水
泳
 

一
戸瑞
郎
（
五
所
川
原
水
泳協
会
）
、
 

成
田
美
那
子
（
同
）
、小
田
桐
勇
人
 

（
青
森山
田
高
1
年
）
、米
谷
瑞
紀
 

（
五
一中
3
年
）
、三
上
佳
奈
（
ス
 
 

ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原
・
青

森
北
高
2
年
）
、葛
西
真
純

（
同・
東

義
高
1
年
）
、稲
場
由
紀
子
（
同・木
造

中
3
年
）
、山
田
美
咲
（
同・
新城
中
 

2
年
）
、米
谷
陸
杜
（
同・
中
央小
6
 

年
）
、加
藤
綾
乃
（
同
・
松
島
小
5
 

年
）
、米
塚
萌
美

（
同
・
武
田小
4
 

年
）
、小
笠
原
和
輝

（
フ
ィ
ット
ネ

ス
ク
ラ
ブウ
イ
ン
グ
五
所
川
原
・
青

森
大
1
年
）
、尾
野
陽
香

（
同
・
青

森
山
田
高3
年
）
、渋
谷
健
人

（
同
・

青
森
山
田高
1
年
）
、田
中
混
大
（
同
・

青
森
山
田
中
3
年
）
、田
中
寛
基
 

（
同
・
五三
中
2
年
）
、工
藤
美
瑠
久
 

（
同
・
板柳
中
1
年
）
、三
上
亜
沙
美
 

（
同
・
羽野
木
沢
小
6
年
）
、永
洋
”
甲

世
（
同
・
三
輪
小
5
年
）
、長
内
駿

宏
（
同

・
小
阿
弥
小
4
年
）
 

◇
相
撲
 

中
村
陽
仁

（
五
所川
原
市
相
撲
協

会
）
、今
 
亜
矢
子
（
五商
高
2
年
）
、
 

葛
西
沙
織
（
日
本
大
1
年
）
 

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
 

新
出
秀
春
（
五
所
川
原
市
ソ
フ
トテ

ニ
ス
協
会）
 

◇
ソ
フ
トボ
ー
ル
 

工
藤
麻
理

（
木造
高
3
年
）
、小
田

桐
タ
貴
（
同2
年
）
、神
島
英
実

（
同
 

2
年
）
、原
田
知
英
（
同2
年
）
、高

橋
麻
那
未
（
同2
年
）
、白
川
美
咲
（同
 

1
年
）
、原
田
利
衣
（
同1
年
）
、佐

藤
量
美
（
同1
年
）
 

受賞者を代表してお礼のこ
とばを述べる佐藤量美さん 
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茶道の普及・発展に功績 

鈴木はつ魚 
（上平井町） 

長年にわたり茶道教

室の講師などを務め、 

市民の文化活動を支

援。指導者として茶道

文化を根付かせ、広め

ることに尽力。広範囲

にわたり茶道の普及・

発展に寄与する。 

音楽文化の向上に寄与 

小山内トシエ 
（金木町） 

音楽教師としての指

導力を活かし、童謡を

歌う会などを結成、会

員の歌唱・演奏力の向

上を図る。福祉施設訪

問や地域の行事へ積極

的に参加し、地域の文

化向上に貢献する。 

4
 

平成19年 3 月 1日 

◇
三
味
線
 

五
所
川
原
第
一
高等
学
校
津
軽
三
味
 

線
部
 

◇
レ
ポ
ー
ト
 

五
所
川
原
第
一
高等
学
校
「
津
軽
こ
 

ぎ
ん
刺
し
＆
南
部
菱
刺
し
」
 

五
所
川
原
第
一
高
等
学校
「
津
軽
弁
 

大
辞
典
」
 

◇
獅
子
踊
 

飯
詰
下
町
少
年
B
組
 

◇
卓
球
 

山
形
寿
行
（
五
所
川
原
市
卓
球
協

会
）
、岩
崎
栄
光
（
鶴
岡
東
高
1
年
）
、
 

土
岐
悠
野
（
東
奥
学
園
高
1
年
）
、
 

宮
崎
真
実

（
羽
野
木沢
小
6
年
）
 

◇
テ
ニ
ス
 

柴
谷
憲
太
朗
（
青
森
山
田
中3
年
）
 

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
 

下
山
大
地
（
弘
一
里
局2
年
）
 

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

古
川
紗
妃
（
五所
川
原
ジ
ュ
ニ
ア
バ

ド
II、
ン
トン
ク
ラ
ブ
・
三
輪小
6
年
）
、
 

吉
岡
里
佐
子
（
同
・
中
央小
5
年
）
、
 

其
田
美
咲
（
同
・
三
輪小
5
年
）
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

舘
山
秋
平
（
五
一
中
3
年
）
、小
田
桐

憂
幸
（
同3
年
）
、浅
見
修
光
（
同3
年
）
 

◇
ボ
ク
シ
ン
グ
 

石
岡
誠
也

（
青
森
山田
高
2
年
）
、
 

阿
部
良
大

（
五
工
高2
年
）
 

◇
陸
上
 

小
田
桐
 
淳
（
五
所川
原
市
陸
上
協

会
）
、太
田
幸
美

（
同）
、斎
藤
志
乃
 

（
同）
、吉
岡
拓
哉
（
同
）
、寺
田
隼
也
 

（
千
葉商
科
大
2
年
）
、秋
田
 
翻
（
五

工
高
2
年
）
、古
谷
 
健
（
同
2
年
）
、
 

高
橋
佳
介
（
同2
年
）
、一
戸慶
之
（
木

造
高
3
年
）
、須
崎
瑞
穂

（
同2
年
）
、
 

工
藤
有
桜
（
五
一
中
1
年
）
 

文
化
艇
励
賞
（個
人）
 

◇
珠
算
 

渋
谷
陸
人
（相
馬
珠
算
教
室

・
三
輪
 

小
3
年
）
 

竹
内
瑠
衣

（
若
葉珠
算
教
室
・
五
小
 

4
年
）
 

◇
三
味
線
 

秋
元
 
愛
（
滝栄
会
・
五
一
中
3
年
）
 

◇
も
の
づ
く
り
 

長
尾
悠
貴
（
五
所
川
原
市
少
年
少
女
 

発
明
ク
ラ
ブ
・
金
木中
2
年
）
 

高
谷
 
匠

（
同
・
五
一中
3
年
）
 

中
道
啓
志
（
同
・
五
一
中
3
年
）
 

◇
か
る
た
 

菊
池
 
咲

（
木造
高
2
年
）
 

寺
田
 
萌

（
木造
高
3
年
）
 
 

◇
菊
花
 

山
形
康
子
（
五所
川
原
菊
花
晩
香
会
）
 

山
形
静
枝
（
同
）
 

山
形
邦
夫

（
同
）
 

◇
短
歌
 

蝦
名
麗
子

（
五所
川
原
短
歌
会

・
青
 

森
県
歩
道
短
歌
会
）
 

◇
俳
句
 

長
内
卿
骨

（
金
木俳
句
会
）
 

斎
藤
由
雄
 

教
育
文
肥
特
別当

r
 

◇
「
味
線
 

金
木
中
学
校
 

◇
民
俗
芸
能
 

嘉
瀬
小
学
校
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売
れ
る
商
畠
開
発
セ
 

 

●
 

尽
か
u
 

お
母
さ
ん
達
の
アイ
デ
ィ
ア
料
理
を
 

叫
夙
飼
固
晶
に

I
●
 

儒
 

地
元
に
あ
る
「
本
物
」
の

材
料
に
こ
だ
わ
り
、
地
元

の
お
母
さ
ん
達
に
し
か
作

れ
な
い
、
オ
ン
リ
ー
・
ワ

ン
の
商
品
。
生
産
者
の
顔

が
見
え
る
安
心
・
安全
な

商
品
が
売
れ
る
ん
で
す
。
 

五
所
川
原
市
雇
用
創
出
協
議
会
は

二
月
十
五
日
、
地
場
産
品
の
消
費
拡
大

と
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
商
品

（
食

品
）
を
開
発
しよ
う
と
、
売
れ
る
商
品

開
発
セ
I
I
、
ナー
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
は
、
地
域
の
雇
用
創
造
を

図
る
た
め
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
取
組
を

推
進
し
よ
う
と
平
成
十
七
年
九
月
に
設

立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
も
対
面
販
売
や

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
研
修
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、囲
青
森
県
ふ
る
さ
と
食

品
振
興
会
コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
専
任
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
中
野
勝
稗
氏
を
講
師
に
迎

え
講
演
を
聴
き
、
続
い
て
参
加
者
が
自

分
で
作
り
持
ち
寄
っ
た
商
品
（
食
品）
 

を
試
食
。
中
野
氏
か
ら
食
材
の
種
類
や

質
、
調
理
方
法
の
ほ
か
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
な
ど
、売
れ

る
商
品
に
な
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
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市
長
鴛
ト
顔
ア
セ
I

ル
ス
を
 

市
長
と
農
業
委
員
が
語
る
会
 

二
月
二
十
日
、
市
役
所
で
「
市
長
と
農
業
委
員
と
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ
 

ま
し
た
。
各
委
員
か
ら
は
「
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
補
助
率
」
 
「ト
ッ
プ
セ
 

ー
ル
ス
」
 
「農
業
振
興
基
金
の
創
設
」
 
「市
民
農
園
の
活
用
と
農
産
物
加
工
 

部
会
と
教
育
委
員
会
連
携
の
体
験
学
習」
 
「つ
く
ね
い
も
」
 
「議
会
選
出
の
 

女
性
農
業
委
員
の
登
用
」
な
ど
の
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
長
が
、
一
つ
ひ
と
つ
 
書
叫4噌
，
 

丁
寧
に
答
弁
し
ま
し
た
。
 

昨
年
末
船
橋
で
開
催
さ
 

れ
た
首
都
圏
フ
ェ
ア
で
は
、
 

市
長
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
 

ス
と
し
て
地
場
産
品
の
販
 

売
・
宣
伝
に
力
を
入
れ
て
 

い
ま
す
。「
つ
く
ね
い
も
」
 

は
、
収
益
の
高
い
転
作
作

r
 

物
で
市
の
「
特
例
作
物
」
 
罵
麟
 

と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。
 

等
級
の
低
い
生
産
物
に

つ
い
て
、
市
農
協
で
焼
酎

の
加
工
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
今
後
も
農
協
等

関
係
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
「
高
品
質
で
売

れ
る
特
産
品
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
」
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
 

,
(
 

自
衛
隊

入
隊
 

予
！
ウ
止
出自
激
励

ム
武
 

二
月
十
七
日
、
平
成
十
八
年
度
酉
北
五
地
区

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会
が
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
四
十
八
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

西
北
五
地
区
自
衛
官
募
集
事
務
連
絡
協
議
会

会
長
で
も
あ
る
平
山
市長
が
式
辞
。
来
賓
祝
辞

で
は
久
間
防
衛
大
臣
ほ
か
開
ワ
コ
ー
ル
女
子
陸

上
部
福
士
加
代
子
さ
ん
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
 

ー
ジ
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

入
隊
予
定
者
代
表
と
し
て
笹
森
賢
仁
さ
ん
 

（
五
所川
原
工
業
高
校
三
年
）
が
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
五
所
川
原
第
一
高
等
学
校

の
石
戸
谷
千
尋

（
金
木
町）
さ
ん
は
「
一
自
衛

官
と
し
て
国
際
貢
献
し
た
い
」
と
決
意
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

後
に
、
第
九
師
団
音
楽
隊

の
演
奏
で
入
隊予
定
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
 



長年、地域の行政窓ロとして親しまれてきた五所川原地区の七和支所、長橋支所、飯詰支所、三

好支所、毘沙門支所及び梅沢支所は、行政改革のー環である組織機構の簡素・効率化により、 3月 

31日をもって閉鎖いたします。 

これにともなって、各コミユニティセンターは地域の住民協議会が運営することとなっており、 

市民との協働のまちづ＜りによる新たな地域づ＜りが始まります。 

コミュニティセンターの利用受付などは、各地区の住民協議会が指定管理者となって運営します。 

各地区の住民協議会の皆様が運営することで、コミュニティセンターがより使いやすい施設とな

り、コミュニティ活動の拠点となることが期待されます。 

〇各コミュニティセンターの指定管理者 

施 設 名 称 団 	体 	名 

コミュニテイセンタ一七和 七和地域住民協議会 

コミュニテイセンター長橋 長橋地区住民協議会 

コミュニテイセンタ一飯詰 飯詰住民協議会 

コミュニテイセンタ一三好 三好地区住民協議会 

毘沙門・長富コミュニテイセンタ― 毘沙門長富地区住民協議会 

梅沢コミュニテイセンタ一 梅沢地区住民協議会 
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2．郵便局への窓口業務について 

     

     

これまでの支所業務で も利用されていた住民票、戸籍及び印鑑登録証明書の発行業務について

は、各地域に設置されている特定郵便局に業務を委託することで、行政サービスの維持を図ります。 

〇住民票等の発行を受けられる特定郵便局 

区 	分 内 	 容 

取扱郵便局 七和郵便局、長橋郵便局、飯詰郵便局、三好郵便局、梅沢郵便局 

取扱時間 午前9時から午後4時まで 

休 業 日 土・日曜日、祝日及び年末年始（12月29日から翌年の1月 3日まで） 

※毘沙門郵便局は簡易郵便局であるため、法律で市の業務を委託することはできません。 

〇郵便局の窓口で請求できる人 

郵便局で請求できるのは本人、同一世帯（住

民票）、同一戸籍の人のみで、代理人による

請求はできません。また、請求の際には、本

人確認のため次のいずれかの確認書類が必要

になります。 

〇取扱証明書  

・運転免許証 
・旅券（パスポート） 
・住民基本台帳カード（写真付きに限る。） 
・上記のほか、官公署が発行した本人の写真付きの証明書 

31 いずれの書類も有効期限内のものに限ります。 
※ 2 印鑑登録証明書を請求される際には、印鑑登録証（カ 

ード）も必要となります。 

取 扱 業 務 手 数 料 

住民票の世帯全員の写し 
1件 300円 

住民票の世帯一部の写し 

全部事項証明書（戸籍謄本） 
1件 450円 

個人事項証明書（戸籍抄本） 

改製原戸籍謄本 ※平成改製原戸籍謄本を含む。 
1 件 750円 

改製原戸籍抄本 ※平成改製原戸籍抄本を含む。 

除籍謄本 
1件 750円 

除籍抄本 

戸籍附票全部証明（謄本） ※平成改製原附票を含む。 
1件 200円 

戸籍附票ー部証明（抄本） ※平成改製原附票を含む。 

印鑑登録証明書 1件 200円 

※手数料については、これまでの金額と変わりありません。 

   

3．その他、現在支所で取り扱っている業務について 

   

   

コミュニティセンターの管理運営や住民票等の発行以外で、現在、支所で取り扱っている業務に

ついては、次のような取扱いになります。 

現在、支所が行っている業務 4月からの取扱い 

戸籍届出、転入・転出等の各種届出受理 本庁者の市民課、金木総合支所及び 
市浦総合支所の窓口係で受付します。 葬祭苑使用申請受付 

国民健康保険証の再交付、遠隔地用・学生用国民健康保険証交付等 
本庁舎の国保年金課で受付します。 

葬祭費支給申請受付 

出稼手帳の交付 本庁舎の商エ観光課で受付します。 

財産区に関する事務（七和支所、長橋支所のみ） 本庁舎の管財課で事務を引き継ぎます。 

※このほか、支所で行ってきた様々な業務は、本庁舎の担当課で事務を引き継ぎ、受付いたします。 

お問い合わせ先 

・コミュニティセンターの管理について 総務課 内線405 

・郵便局の窓口委託に二凡、て 
	

市民課 内線202 

・その他の業務について 
	

各担当課へお問い合わせください。 
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五所川原市では、「青森県子どもの外傷予防総合推進事業」のモデル地域となり、事業を推進し
ているところです。そのー環として、乳幼児をお持ちの保護者のご協力を得て、「子どもの外傷予防
アソケート調査」を実施しました。 
このアンケートは、日頃の事故予防対策や事故の経験の有無等に関する内容になっています。 
今回は、主に、家庭内での事故予防対策の中で、対策に関する意識が低かった内容について紹介

いたします。 

〈調査の概要〉対象者：4か月児・1歳6 か月児・ 3 歳児健診受診児の保護者 

調査期間：11月 2 日～30日 調査方法：自記式質問紙法によるアンケート調査 

回収数】142部（4か月児 38 部・1歳 6 か月児 60 部・3 歳児44部）（回収率：88. 8%) 

1．ドアの蝶番側にカバーをつけるなど子ど 2．階段に転落防止の柵を設置している 	3, ストーブやヒーターに安全柵を設置して 
もが指を挟まないようにしている 	 いる 

(1歳 6 か月児・ 3 歳児アンケート） 

4．浴槽に残し湯をしない。または、 1 人で 5. 子どもの死亡原因の第 1 位が事故である 

浴槽に入れないようにしている 	 ことを知っている 

/ ＜結果＞ .1の問いについては、 「はい」と答えた人が、 4.5 %-23. 3％と低から元 
・2. 3の問いについては「はい」と答えた人が、 1歳 6 か月・ 4か月・ 3 歳の順となって

おり、 3歳になると低くなっている。 
・4の問いについては、1歳6か月では75.0％であったが、4か月・3 歳では60％弱であった。 
・5の問いについては、各月齢とも半数以下であった。 
＊今後も、健診や健康相談等、日々の母子保健活動の中で、事故予防に関する指導・助言を 

× 	行っていきます 

＊お風呂の残り湯で、溺れて亡くなる場合もあります。また、転倒・転落、やけどは、子どもの事故の中でも、 
多いので、今一度、家の中の安全を見直してみましょう。 

“子どもの事故は未然に防げます。子どもの発育・発達に合わせた事故予防が大切です！!” 

＜次回は、 3 月 15 日号でお知らせします＞ 

★お知らせ★ 

青森県作成「保存版 大事なことだけ！こどもの応急手当・事故予防」の冊子を窓口（健康推進課・保健セ
ンター金木・市浦）及び、保育園、各母子保健事業にて配付しています。小児の急病時の対応や事故予防につ
いてわかりすく掲載されています。 
なお、今年度は、平成18年 4 月 1日～平成19年 3 月31日までに生まれたお子様の保護者及び希望者に配布

いたします。 
お持ちでない方は、各窓口（健康推進課・保健センター金木・市浦）まで、お越しください。 

健康推進課 TEL 35-2111 内線224、保健センター金木 TEL 53-21 n 内線154、保健センター市浦 T且 277733 

五所川原市役所 B35一2111 	平成19年 3 月 1 日 8 

TEL 27-7733 



郭ら巨鳩 
サイクI 癒焦 1&Lよう～ 

	
) 

現在、五所川原地区及び金木地区では47カ所の拠点に任意的に排出する紙のリサ

イクルを実施しています。平成19年4月より五所川原地区及び金木地区においても、 

月1回の紙リサイクルの日を新たに設け、 寄りのごみ集積所に分別し排出して頂く

ことになりました。 （市浦地区においては分別表の表記は本年度と異なりますが、出

し方に変更はありません） 

具体的な回収日等の詳細については 3月15日号の市広報紙といっしよに配布する 

「家庭ごみ分別表」と「家庭ごみ収集カレンダー」でお知らせいたします。環境対策

課及び総合支所窓口での配布も15日以降となります。 

1．収集品目と出し方 
①新聞・チラシ 

◆新聞とチラシは一緒に出せます。ヒモで縛って

出す以外に新聞回収用の袋の使用を認めます。 

②ダンボー)レ 

◆開いたうえlm四方程度にたたみ、縛って出す。 

③紙パック 

◆洗って開き乾いたものを縛って出す。内側が銀色のものは燃やせるごみに出

してください。 

④雑誌・本 

◆雑誌の景品やサンプル、CDなどの紙以外のものは取り除いてください。た

だし、週刊誌をとじているピンは、そのままで結構です。 

※通常燃やせるごみとして焼却されるこれら指定品目以外の和菓子の箱やティ

ッシュボックス、パンフレット、厚紙、紙袋などの紙製品は「雑誌・本」と

一緒に混ぜて出すことも出来ます。 

2．対象外品目 
シュレッダーで裁断した紙、カーボン紙や感熱紙、 

工作に使ったダンボールや生ごみを捨てるための水

切りに使用した新聞紙など。 

3．拠点回収場所の扱い 

拠点回収事業は原則としてなくなりますが、五所川原市役所一般駐車場車庫、 

金木総合支所駐車場車庫、市浦一般廃棄物 終処分場ストックヤードは市役所

開庁時間中、引き続き無料搬入できることとしますので、大量に処分する場合

や地域の指定回収日以外に処分する場合は活用してください。 

環境対策課 環境係 内線 232 。 233 
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用
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

場
合
に
も
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

右
記
い
ず
れ
の
場
合
に
も次
の
必
要

書
類
を
お
持
ち
に
な
り
、国
保
年
金
課

⑥
番
窓
ロ
ま
た
は
お
近
く
の
総
合
支
所
、
 

支
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
④
保
険
証
交
付
後
に
世
帯
主

や
住
所
等
に
異動
が
発
生
し
届
け
出
る

場
合
は
、
親
元
保
険
証
と
と
も
に
④
保

険
証
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

◇
申
請
に
必
要
な
も
の
 

・

親
元
保
険
証
 

・

印
鑑
 

・

修
学
先
の
4
月
1
日
以
降
の
在
学
証

明
書
（
新
規
ま
た
は
更
新
の
場
合
）
 

※
新
規
の
際
に
は
合
格通
知
書
ま
た

は
入
学
許
可
証
に
よ
り交
付
し
ま
 
 

す
が
、
後
日
在
学
証
明
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
 

・

卒
業
（
退学
）
証
明
書
（学
生
で
な
く

な
っ
た
場
合
）
 

司
法
書
士
に
よ
る
全
国
一
斉
 

多
重
債
務
1
1
0
番
 

（
無
料
電
話相
談
）
 

青
森
県

司
法
書
士
会
 

皿
0
1
7
(
7
7
6
)8
3
9
8
 

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
に
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。
自

己
破
産
・
民
事
再
生
・
債務
整
理
手
続

に
つ
い
て
、
司
法
書
士
が
直
接
お
答
え

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
 

●

無
料
電
話
相
談
 

3
月
2
5日
回
 
1
0時

、
1
6時
 

m
o
l
7(
7
7
7
)
30
0
2
 

（
当
日の
み
特
設
電
話
番
号
）
 

※
当
日
、
無
料
面
談
相
談

（
会場
…
青

森
県
司
法
書
士
会
館
 
青
森
市
長
島
 

3
 
5
11
6）
も
開
催
し
ま
す
。
 

●

3
月
1
4日
困
・2
8日
困

1
2時
5
1
3時

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
梅
漬
け
、豆
腐
、
み

そ
、
漬
け
物
な
ど
手
作
り
の
加
工
品

や
そ
ば
粉
な
ど
 

出
稼
労
働
者
健
康
診
断
 

無
料
実
施
終
了
のお
知
ら
せ
 

商
工
観
光
課
 
内
線3
8
3
 

国
で
は
、
平
成
1
9年
度
か
ら
出
稼
労

働
者
援
護
事
業
の
廃
止
を
決
定
し
た
た

め
、
平
成
1
9年
3
月
3
1日
を
も
っ
て
出

稼
労
働
者
援
護
事
業
は
終
了
し
ま
す
。
 

ま
た
、
今
年
度
も
健
康
診
断
受
診
者

数
に
限
り
が
あ
り
、
出
稼
ぎ
に
行
く
際

の
健
康
診
断
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
受
け
る

場
合
は
白
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
 

出
稼
労
働
名
の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
了
承
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

次
の
と
お
り
行
事
を
開
催
し
ま
す
。
 

申
込
方
法
、
費
用
な
ど
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

3
月
1
0日
出
 

馬
ノ
神
山
ハ
イ
キ
ン
グ
 

自
然
観
察
指
導
員
と
し
て
活
躍
す
る

木
村
洋
志
氏
、
斎
藤
千
佳
子
氏
を
講
師

に
、
馬
ノ
神
ス
キ
ー
場
の
ス
ヌ
ー
ピ

ー
 

の
雪
形
が
残
る
斜
面
を
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
 

や
山
ス
キ
ー
な
ど
で
山
頂
を
目
指
す
ハ

イ
キ
ン
グ
。
申
込
締
切
は
3
月
8
日
困
。
 
 3

月
1
8日
日
 

日
曜
観
察
会
⑩
 

「春
を
待
つ
植
物
を
観
察
しよ
う
」
津

軽
植
物
の
会
等
で
活躍
し
て
い
る
神
真

波
氏
を
講
師
に
、
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
午

後
1
時
半
ま
で
散
策
し
ま
す
。
参
加
無

料
。
事
前
の
申
込
み
は
不
要
。
 

県
立
職
業
能
力
開
発
校

学
生
の
追
加
募
集
 

青
森
高
等
技
術
専
門
校
 

皿
0
1
7
(
73
8
)
5
7
27
 

弘
前
高
等
技
術
専
門
校
 

m
o
l
7
2
(3
2)
68
0
5
 

青
森
県
立
青
森
高
等
技
術
専
門
校
と

弘
前
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
平
成
1
9
 

年
度
生
の
追
加
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
 

●

青
森
校
 

電
気
工
学
科
 

5
名
 

建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科
 
5
名
 

●

弘
前
校
 

建
築
シ
ス
テ
ム
工
学
科
 
1
2名

◇
訓
練
期
間
 
2
年
間
 

◇
応
募
資
格
 
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒

業
見
込
み
者
含
む
）
ま
た
は
、
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
方
 

◇
応
募
方
法
 
締
切
3
月
3
0日
岡
ま
で

に
、
入
校
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
各
校
に
提
出
。
 

◇
選
考
 
締
切
日
ま
で
の
う
ち
指
定
し

た
日
に
随
時
、
面
接
試
験
を
行
う
。
 

、
 

.
 



（諏
演
会
「
我
が郷
土
奥
津
軽
」
ン
 

そ
こ
に
魅
力
と
可
能
性
を
見
い
だ
す
 

五
所
川
原
青
年
会議
所
 

皿
（3
5)
4
0
4
9
 

平
成
1
9年
度
「
五
所
川
原
」
 

立
侵
武
多

」
立
侵
武

多
・

ね
ぷ
た
制
作
団
体

申
込
み

を
受
付
し
ま
す
 

五
所
川
原
立
侵
武
多
運
営
委
員
会
 

（
五所
川
原
商
工
会
議
所
内
）
 

皿
（
3
5)
2
1
2
1
 寺
山
 

へ税
務
職
員
募
集
 

（
大
学
卒業
程
度
）
 

仙
台
国
税
局
人
事
第
ニ

課
 

皿
0
2
2
(
2
6
3)
1
1
1
1
 

内
線

3
2
3
6
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素
敵
再
発
見
ー
・
 
や
さ
しい

ふ
る
さ
と
歴
史
教
室
 
其
の
一
 

「
十一
一
一
湊
安
藤
氏
を
訪
ね
て
」
 

五
所
川
原
市
観
光協
会
内
 

十
三
湊
サ
ポー
タ
ー
ズガ
イ
ド
事
務
局
 

皿
（
3
8)1
5
1
5
 

少
な
い
メ
ン
バ
ー
で
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。
古
き
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
しな
が
ら
、
 

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
歴
史
に
興
味
の

あ
る
方
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

に
興
味
の
あ
る
方
、是
非
こ
の
機
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
今
後
は
、
年
間
を

通
じ
て
各
地
域
の
分
か
り
や
す
い
歴
史

教
室
や
現
地
学
習
会
を
行
う
予
定
で
す
。
 

●

3
月
1
6日
囲
 
1
3時
3
0分
5
1
5時

中
央
公
民
館
 

◇
講
師
 
十
「
震
発
掘整
調
査
室

榊
原
滋
高
学
芸員
 

◇
参
加
料
 
5
o
o
円
（
資
料
代
）
 

◇
申
込
締
切
 
3
月
1
2日
回
 

金
木
花
舟
研
究
会
 

会
員
募
集
 

事
務
局
皿
（
5
3)
3
5
2
4佐
井
川

ま
も
な
く
春
が
や
っ
て
来
ま
す
。
売

れ
る
切
花
造
り
を
し
た
い
方
な
ど
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
に
ハ

ウ
ス
を
お
貸
し
し
ま
す
が
、
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
応
募
く
だ
さ
い
。
 

心
の
中
に
あ
る
「
郷
土
愛
」
を
呼
び

起
こ
す
た
め
、
十
三
湖
を
愛
し
、十
11
1
 

を
元
気
に
し
よ
う
と
が
ん
ば
る
小
山
内

文
明
氏
と
、
地
吹
雪
体
験
ッ
ァ
ー
の
仕

掛
人
角
田
周
氏
が
、
奥
津
軽
の
魅
力
と

可
能
性
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。
 

●

3
月
1
6日
囲
 
1
9時
1
5分
5
 

中
央
公
民
館
 
（
入場
無
料
）
 

※
講
演
の
後
、
座
談
会
「
情
熟
と
パ
ワ
 

ー
の
源
に
つ
い
て
」
が
あ
り
ま
す
。
 

平
成
1
9年
度
の
夏
ま
つ
り
「
五
所
川

原
立
侵
武
多
」
に
お
け
る
立
侵
武
多

・

ね
ぷ
た
制
作
団
体
の
申
込
み
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
団

体
は
、
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
0
 

◇
申
込
締
切
 
3
月
お
日
囲
 

※
会
議
所
内
の
申
込
用
紙
に
て
受
付
。
 

◇
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先
 

五
所
川
原
立
仮
武
多
運
営
委
員
会
 

』
 

三
一F

j
l
、

イ
ュ
ノ

七
こ
ユ
4
E

弓
I
と
］
 

＼
、
 

地
元
の
大
学
に
通
っ
て
い
る
方
、
首

都
圏
か
ら
U
タ
ー
ン
し
て
公
務
員
を
目

指
す
方
な
ど
、
東
北
の
風
土
に
慣
れ
親

し
ん
だ
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
職
員
 

「国
税
専
門
官
」
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
受
験
申
込
書
の
請
求
 
五
所
川
原
税

務
署
総
務
課
 
m

(3
4)
3
1
3
6
 

◇
受
験
申
込
受
付
期
間
（
消
印
有
効
）
 

4
月
2
日
卿
、
1
3日
働
 

※
受
験
資
格や
試
験
期
日
な
ど
、
詳
細

は
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
、
ま
た

は
五
所
川
原
税
務
署
総
務
課
ま
で
。
 

労
働
基
準
監
督
官
募
集
 

青
森
労
働
局
総
務
課
総
務
係
 

m
o
l
7
(
73
4
)
4
1
1
1
 

労
働
者
の
生
命
と
健
康
を
守
る
厚
生

労
働
省
の
専
門
職
員
「
労
働
基
準
監
督

官
」
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
受
験
申
込
書
の
請
求
 
五
所川
原
労

働
基
準
監
替
署
 
皿
（3
5)
2
30
9
 

◇
受
験
申
込
受
付
期
間
（消
印
有
効
）
 

4
月
2
日
卿
、
1
3日
囲
 

※
受
験
資
格や
試
験
期
日
な
ど
詳
細
は

青
森
労
働
局
総
務
課
総
務係
、
ま
た

は
五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署ま
で
。
 

津
軽
三
味
線
教
室
 

0
1
7
2
（
糾）
6
5
1
2
工
藤
 

TEL 

子
ど
も
舞
台
鑑
賞
会
 

オ
ペ
ラ
「
あ
お
＜
んと
 

き
ろ
ち
ゃ
ん
」
 

N
P
O
法
人
 
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
 

ク
・
すて
っ
ぷ
 
m
(3
4)
21
7
0
 

×
 

〔」
市国
骨
回
乞
 
●
 

健
康
の
た
め
に
身体
を
動
か
し
た
い
 
人

居
者
に
よ
る
手
芸
品
の
展
示
販
売
、
 

方
、
青
春
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
い
方
の
 
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
生
そ
ば
や
カ
レ

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

ー
ラ
イ
ス
の
食
堂
、
お
菓
子
喫
茶
、く
 

●

5
0歳
野
球
 

じ
引
き
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
 

・

資
格
 
今
年
中
に
満
5
0歳
以
上
の
方
 

●
3
月
1
7日
田
 
1
0時
3
0分
5
1
4時
 

・

参
加
 
西
北
五
大会
、
津
軽
地
区
大
 
養
護

老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
 

会
、
県
大
会
、
北
日
本
大
会
（
北

海
道
と
東
北
、
今
年
は
函
館
で
開

催
）
、朝
野
球
 

・

年
会
費
 
1
5
0
0
0
円
 

※
各
大
会
後
、
月
1
回
の
懇
親
会
あ
り
。
 

●

6
0歳
野
球
 

・

資
格
 
今
年
中
に
満5
8歳
以
上
の
方
 

・

参
加
 
津
軽
地
区
大
会
、
県
大
会
、
 

県
熟
年
大
会
、北
日
本
大
会
（
北
海

道
ま
た
は
岩
手
県
で
開
催
）
 

・

年
会
費
 
1
2
0
0
0円

※
各
大
会
後
に
懇親
会
あ
り
。
 

初
心
者
、
経
験
者
い
ず
れ
も
大
歓
迎

で
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●

4
月
か
ら
月
3
回
 
中
央
公
民
館

◇
講
師
 
工
藤ま
ん
じ

（
弘
前市
）
 

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

一
 
希
望
者
に
三
味線
の
貸
出
し
有
り
。
 

イ
『
ネ
亡
三
え
ー
三
口
一
糸
‘I
L‘
ーイ
ー
 

レ
オ
・
レ
オ
ー
ニ
の
絵
本
が
オ
ペ
ラ

に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
と
い
ろ
が
出
会

い
絵
本
か
ら
は
じ
け
て
飛
び
出
す
よ
う

に
オ
ペ
ラ
で
は
声
と
声
が
出
会
い
は
じ

け
ま
す
。
今
回
は
、
お
試
し
「
す
て
っ

ぷ
・
き
っ
か
券
」
を
前
売
り
1
0
0
0
 

円
で

（当
日
券
は
2
8
o
o
円
）
発
行

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

●

3
月
2
4田
 
1
8時
3
0分
5
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
小
ホ
ー
ル
 

◇
チ
ケ
ッ
ト
販
売
 
ェ
ル
ム
s
C
 

イ
オ
ン
柏
s
c
、
鶴
常
書
店
 

※
鑑
賞
登
録
会
員
に
な
る
と
年
4
5
5
 

回
、
生
の
舞
台
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。
 

 

つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
 

皿
（
3
3)
3
3
7
7
 
三
浦
 

5
0歳

・
6
0歳
野
球
選
手
募
集
 

 

     

    
 

く
る
み
園
皿
（

3
4)
2
7
2
1
 

、
 

ノ
 

手
作
り
小
物
展
示
販
売
 

H
＜
る
み
園
入居
中（
早
釜m会
H
 



火曜日のダイヤ 

市浦総合支所 金木総合支所 五所川原本庁 
8:45 - 9:30 -' 10:00 

五所川原本庁 金木総合支所 市浦総合支所 
14:00 - 14:30 - 15:10 

往路 

復路 

第13回 

大 優良運転者表彰のお知らせ” 
尤お西デ7全、f衣令 TFl ス45Rにn ' ’ 	 交通安全協会 TEL 34-5650 

会 五所川原警察署長・五所川原地区交通安全協会長

連名の平成18年度「優良運転者表彰」を実施いたし

ますので、次に該当する方はお申し込みください。 

①現在も運転している、10年以上の無事故・無違

反の方。 

②運転免許証の住所が五所川原市（旧金木町・旧市 

浦村の方は金木地区協会表彰のため除く）の方。 

③協会加入 5年以上の会員で、触法行為がなく地域 

の支部長が推薦する方。 

④運転免許証に記載された も古い「取得年」が次

のいずれかに該当する方。 

昭和16年・21年・26年・31年・36年・41年 

46年・51年・56年・61年 

◇受付締切 4 月10日因 

JO円 

	

	申込書は、当協会事務局及び地域の支部長にあり 

ます。なお、申込み時に「無事故・無違反証明

書」 (1 カ月以内のもの、申請代行料800円）が 

※ご不明な点は、協会事務局までお気軽にお問い合

わせください。 

〈本大会〉 

■期日／3月11日旧） 

9時30分～ 

■会場／岩木川河川公園 

■参加料／無料（どなた

でも参加できます） 

●交流パーティー 

3月10日田 18時～ 

会場／五所川原市中央公民館 会費／3,5(0円 

＊全国各地の珍しい凧のオークション 

〈お問い合わせ先〉五所川原津軽凧連合会 

会長 -) I幸雄 TEL 36一2791 36-279 1 	必要です。 

 

欄魔麗騒z瀬贈 

 

五所川原県税事務所納税課 
TEL 34-2111 内線2O9-'-211 FAX 34-2110 

自動車税の納税通知書は、原則として 4 月 1 日現

在の自動車登録の住所に送付しています。引越しな

どで住所が変わった場合は、運輸支局で住所の「変

更登録」の手続きが必要です。この手続きを 3月中

にできない場合は、県税事務所へ住所変更届を FA 
xなどにより届出するか、電話によりお知らせくだ

さい。住所変更届は、県税事務所の他、市役所税務

課の窓口にもあります。 

また、自動車税の住所変更は、県税・市町村税イ

ンフオメーションでも受付しています。 

I II) ://www.pref.aomori.lg.jp/zeimu/  

五所川原市シルバー人材センター 
からのお知らせ 
	

TEL 34-8844 

★パソコン無料体験講座 

● 3月17日田 9時～12時 

五所川原地域職業訓練センター 

※高齢者向け講座です。 先着20名。 

★シルバーパソコン教室 

初歩から始める高齢者入門教室。 

● 4 月 7日～6 月30日までの毎週土曜日（全12回） 

9時～12時 

五所川原地域職業訓練センター 

※初歩から始める高齢者入門教室です。先着15名。 

受講料は月4,000円（教材費は別途） 

企画課 内線 461・463 
3 月 1 日困から次のとおり変更になります。 

Gソ日・国民の祝日に関する法律に定める休日を除く） 

＊火曜日は、車両点検日のため一往復といたします。 

★運行ダイヤ【夏期分】 

朝便／ 1 回 	月・水・木・金曜日 

往路 
市浦総合支所 

8:45 	- 
金木総合支所 

9:30 	-- 
五所川原本庁 

10:00 

復路 
五所川原本庁 金木総合支所 

10:20 	- 	10:50 	- 
※し～うらんど利用者が乗車した場合 

市浦総合支所 
11:40 

し～うらんど 11:30 

タ便／ 1 回 	月・水・木・金曜日 

往路 
市浦総合支所 金木総合支所 

14:10 	- 	15:05 	- 
※し～うらんど利用者が乗車した場合 

五所川原本庁 
15:35 

し～うらんど 14 : 20 

復路 
五所川原本庁 

15:50 	- 
金木総合支所 

16:20 	- 
市浦総合支所 

17:00 

⑥天候により、予定時間が遅れる場合があります。 
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五所l リ原地区 受付時間】9時 20分～ 12時、13時～15時 

月日 曜 対象地区・区域 相談会場 TEL 

3. 	1 木 飯詰（橋上） コミュニテイセン

タ―飯詰 37-2 141 
3. 	2 金 飯詰（橋下）・下岩崎 

3. 	5 月 川山・種井 コミュニテイセン

タ―中川 36-2012 
3 	6 火 沖飯詰・桜田・中泊 

受付時間】9時10分～12時、13時～15時 

月日 曜 対象地区・区域 相談会場 TEL 

3. 	7 水
  

鎌谷町・鳥森・下り枝・八重菊

―ッ谷・布屋町・弥生町 

コミュニテイ防 

災センター 

（鎌谷町） 
34-9501 

3. 	8 木 松島町・湊・田町 

3. 	9 金
  

川端町・本町・東町・大町 

旭町・上平井町・小曲・田川 
中央コミュニテイ 

センタ― 

（上平井町） 
33-1532 

3 一 12 月
  

岩木町・中平井町・寺町・柏原町

錦町・幾島町・末広町・蘇鉄・芭蕉 

3.13 火 敷島町・雛田・下平井町・幾世森 しきしまコミュ

二テイセン夕ー 

（敷島町） 
34-4503 

3.14 水
  

新宮町・新宮岡田・新宮松元・長橋橋元

若葉・長橋広野（一番～十番） 

3.15 木
  

栄町・平和町・蓮沼・不魚住・元町

新町・柳町・湊団地 

富士見コミュ二テイ

センター（蓮沼） 
35-0294 

問い合わせ 税務課市民税係 TEL 35-2111 内線424-’-426 

金木地区 相談会場】金木総合支所 4階第一会議室
受付時間】9時～12時、13時～16時 

月日 曜 対象区域（嘉瀬） 

3. 	1 木 上古町・下古町・新誠町 

3. 	2 金 後町・畑中・上小栗崎 

3. 	5 月 中小栗崎・下小栗崎・本町 

3. 	6 火 上派立・中派立・下派立 

3. 	7 水 新堤町（岬団地含む）・上鋼台町・下鍛冶町 

3. 	8 木 下昭和町・上新町・下新町 

3. 	9 金 上昭和町・冷水・車町 

3.12 月 上中柏木・下中柏木 

3.13  火 東町・雲雀野団地 

月日 曜 対象区域（全区域） 

3.14 水 全 区 域 

3.15 木 全 区 域 

問い合わせ金木総合支所税務係1EL53-2111 内線137 

市浦地区 
相談会場：市浦総合支所図書館分館q日第ニ会議室） 
受付時間：9時～12時、13時～16時 

月日 曜 対象区域 

3. 	1 木 

十 
3. 	2 金 

3. 	5 月 

3. 	6 火 

3. 	7 水 

相 	内 
3. 	8 木 

3. 	9 金 

3.12 月 

3.13 火 

全 地 区 3.14 水 

3.15 木 

問い合, bせ市浦総合支所税務係皿62-2111 内線65・66 

平成19年度 

命9 ,告相談日程表ノ 

平成19年度 水稲作付等営農計画書受付（個人） 
及び 転作集団の営農指導について 

転作集団に加入していない生産者の水稲作付等営農

計画書の受付及び転作集団の営農指導を実施します。 

当日、みなさんから稲作及び転作作物等を行う場所と面

積を伺って計画書に記入します。農協または集荷業者か

ら郵送済みの計画書及びご自身の印鑑、また農地異動が 

ある場合は、異動の内容がわかる書類をお持ちください。 

※都合のつかない方は、計画書に記入のうえ押印し、 

速やかに農協（市農協の場合は本店）または集荷業

者に提出してください。 

ト問い合わせ先 農政課農務係 内線356 

日 	時 対 象 地 区 場 	所 

3月8日困 
9:OO-12:OO 栄地区（湊、姥泡、稲実、猫測） 

コミュニテイセンター栄 
※営農計画書 13 : 30-'- 16 : 00 栄地区（三ッ谷、広田、七ッ館） 

3月9日囲 9: 00-16:00 長橋地区 コミュニテイセンター長橋 山
山
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口
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ー
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日
 

r
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3月12日旧） 9 : 00-S- 16 : 00 七和地区 コミュニテイセンター七和 

3月13日因 9:OO-16:OO 松島地区 コミュニテイセンター松島 

3月14日困 9:OO-.-16:0O 毘沙門・長富地区 毘沙門・長富コミュニテイセンター 

3月15日困 
9:OO-12:OO 小曲地区 農村婦人の家 

14:00-.-16:00 梅沢地区 JAごしよがわら梅沢支店 iii i-i) 嘗iU 
3月16日圏 9 : 00- 16 : 00 

三好・飯詰・中川・五所川原
その他上記以外の地区 

中央公民館2階 第3会議室 

※当日都合が悪い場合は、期間内であれば相談会場で申告できます。 
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子育ては地域みんなの手で！ 

イ 五所川原市 

、く7アミリー・サボート・セソター  

活動紹介 

参 
『ノ！’ 	、  

提供会員の一戸千加子さんと 
松野光希（みつき）くん 2歳 

県外出身の光希くんのお母さん。この日は用事の

ため光希くんの保育を一戸さんにお願いしました。 

急用の時は近くの提供会員さんが頼りになります。 

預かる立場の提供会員も子ども達から大きな喜び

を分けてもらい満面の笑顔です。センターは人と人

とのつながりを大事に考え、支援の輪を広げていま 

にプ二三 
	 ー一~・、 

図書館からのお知らせ 
◆図書館貸出券について 

図書館では図Il｝館システム稼動に伴い 3月6日因

から貸出券が新しくなりますので、市立図書館、伊

藤忠吉記念図書館、市浦分館で登録の手続きをして

ください。なお、貸出券登録については本人確認が

できるものが必要になります。市内在住、在勤、在

学の方は免許証、健康保険証、学生証等で貸出券登

録をしてください。 （市外在住の方は青森県内図書

館共通利用券、上記身分証明書が必要になります） 

開館時問 3月の休館日 

五所川原市立図書館 
TEL 34-4334 

9時30分～18時 
（土・日は 17時まで） 

毎週月曜日 
15日困・21日（加 

伊藤忠吉記念図書館 
TEL 53-3049 9時30分～17時 

市皿
 
分1

 

館
  〔

ノ」
 

浦

-
2
 

 
6
  

9時30分～17時 
毎週土・日曜日 
15日困・21日困 

◇今月のおはなし会 
テーマ「風」 市立図書館 
日時 3月 17日田 13時 30分～ 14時 30分 

す。 

随時会員募集 TEL 35-8953 

公民館からのご案内 
TEL 35一6056 

★「こいのぼり」寄贈のお願い 

中央公民館が毎年春（4月末）に開催する「こ

どもフエスティバル」では、子ども達の健やか

な成長を願い、駐車場一帯に「こいのぼり」をあ

げていますが、今年で10年目を迎え「こいのぼ

り」のいたみもひどく年々その数

も減っています。 

つきましては、市民の皆様のご

理解とご協力をいただき、もしご

家庭で使用していない「こいのぼ

り」がありましたら公民館へ寄贈

いただければ幸いに存じます。何

卒、よろしくお願いいたします。 

★家族で映画を楽しむ会 ～ 3月 

・3月24日田 10時～11時30分（入場無料） 

中央公民館 2階 視聴覚室 

★みんなのギヤラリー展 

「光彩会ミニ作品展」 3月8日困-22日困 

2階「ギャラリー」 （入場無料） 

10号以下の作品を集めた絵画展。かわしュしュ作品 

がご覧いただけます。 

※開館時間内であればご自由にご覧いただけます。 

TEL 53一3581 

★太宰を語る月例会 

◇3月21日困 18時30分～ 金木公民館 

1、 「太宰作品」解説と鑑賞 

・太宰作品『富獄百景』 （前半） 

・長田清氏（入院前 後の朗読） 

2、南台寺「金木日曜学校」について 

・太宰治と金木日曜学校 

・校報「日曜の友」33冊発見と経緯 

・校報「日曜の友」内容一覧 

市税の納付に国座振 
I~““ ●，、 ~ ~”ま.，~ , ~~．、 

、口卸皿心I’~T'rロ、～C" 
収納課 内線435-.-.439 

市税の納付は口座振替（自動払込）をご利用いた 

だけます。ご希望の方は、市内の各金融機関等、み 

ちのく銀行中里支店・小泊支店、郵便局の窓口で申 

し込みください。 

⑥口座振替ができるもの 

市県民税（個人の普通徴収分）、固定資産税 

国民健康保険税、軽自動車税 

五所川原市役所 圏35 -2111 	平成19年 3月 1日 14 



宝くじ文化公演 

・v句二ぐぐ 

歯周疾憲検診’ 
受けましよう健康推進課内線225 

歯周疾患検診を実施しています。年に一度は、自

分の歯とお口の健康をチェックし、歯周疾患を予防

しましょう。 

◇対象者 40歳～70歳（昭和11年4月 1日～昭和 

42年 3月31日生まれ） 

◇実施期間 3月3'日田まで 

◇申込方法 実施歯科医療機関窓口に申込み、受診

してください（保険証をご持参ください）。 

◇料金 国民健康保険被保険者・生活保護世帯・70 

歳（昭和l1年 4月 1日～昭和12年 3月31日生ま

れ）の方は無料。その他の保険被保険者は500円

※治療が必要な場合は、自己負担となります。 

◇内容 問診、口腔内診査 

実施歯科医療機関 （アイウエオ順） 

あすなろ歯科医院 アップル歯科医院 

えびなフアミリー歯科 エルム歯科・小児歯科 

小原歯科医院 工藤歯科医院 

黒部歯科医院 小嶋歯科医院 

小林歯科医院 ささき歯科医院 

市浦歯科診療所（市浦） 渋谷歯科医院（金木町） 

清藤歯科医院 高満歯科医院 

田附歯科医院 田中歯科クリニック（金木町） 

津島歯科医院（金木町） 津島歯科診療所 

飛嶋歯科医院 中嶋歯科医院 

成田歯科診療所 ひろし歯科医院 

平山歯科医院 広田歯科医院 

福士歯科医院 福士歯科医院（金木町） 

本町歯科医院 宮川歯科クリニック 

オルテンシアからのお知らせ 
ふるさと交流圏民センター 正L 33-2111 

3万窟勿案ノ夕 
日
  

曜日 催 	物 開演 入場料 

大
ホ
ー
ル
  

4
,
 
 

日
  

さっき保育園音楽リズム研究会 9:40 整理券 

日
  

第25回 津軽三味線 滝栄会

チャリテイ一発表会 
9:30 

前売 500円
当日 800円 

13 火
  

宝＜じ文化公演 

吉本バラ工テイーショー 
18:30 

全席指定 
S席 2,000円 
A席 1,000円 

18 日
  

日本舞踊・新舞踊 13:00 
前売 300円
当日 499円 

25 日
  

ミュ一ジカル バラダイス 13:30 無 料 

小
ホ
ー

ル
  

6
  

火
  

津軽の水公開討論会 13:30 無 	料 

日
  

きよみ愛育園 
こてきおゆうぎ発表会 

9:45 無 	料 

14 水
  

オペラあお＜んときいろちゃん 
（オペラシアターこんにゃ＜座） 

18:30 
前売 2,500円
当日 2,800円 

17 土
  

第31回 青森県理学療法士学会 

13:00 関係者 

18 日
  

9:30 関係者 

24 土
  

阿部寿子ピアノ教室 

ピアノ発表会 
13:00 無 	料 

25 日
  

ピアノ・工レクトーソコンサ―ト 
（長尾音楽教室） 

13:00 無 料 

※主催者の都合により、日程等が変更になる場合もあります。 

吉本バラ巨3いβにニ挑〕cコ 
~~．~hハ‘ハ開場18:00 開i宙18:30 
~” ’~~、ハIオルテンシア 大ホール 

チケット（全席指定） ※宝くじの助成により、通常料金の約 

講
2,000I'i
L000I'J 
	 讃又場はご遠慮＜だ 

チケット前売 オルテンシア 中三本店一階案内所 
ELMインフォメーション 中三弘前店一階案内所
イオン柏総合サービスカウンター 五所川原市内郵便局 

吉本バラ 
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健 康 推 進 課 B35-2111（内線223・224・225) 
保健センター金木 B53-2 1 H（内線154・155・156) 
保健センター市浦 B2 7-7 733 

（ 健 康 相 談 ） 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健

師が相談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参く

ださい。 

地 区 開 催 場 所 開催月日 開催時間 

コミュニテイハウス原子 3月I日困 12:  00~13 :00 

尻無集会所 3月8日困 13:  00-14 :30 

五所川原 

水野尾コミュニテイ消防センター 3月13日因 13: 00-14 : 30 

保健センター五所川原 3月14日困 10: 00-12 :00 

金 木 保健センター金木 3 月13日因 10: 00-11 :00 

（  みんなの健康教室 ） 

◇日 時… 3 月23日囲 13時～14時 

◇場 所…働く婦人の家 3階ホール 

◇テーマ…生活習慣をみなおそう！ 

◇講 師・・・封馬史博先生（駅前クリニック） 

◇主 催・‘・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

く献血のこ案内（バス巡回）) 

期 日 時 	間 場 	所 

3 月25日（日） 
10 : 
13 : 

00--12 : 
30'I6 : 

30 
00 

エルムの街ショッピングセ
ンター専門店入口の外 

10 : 00-13 : 00 東芝メデイア機器株式会社 
3月26日旧） 

14: 30-46 : 00 白生会胃腸病院 

青森県では × 
慢性的に輸血
用血液が不足

しています。 
みなさん 
献血に協カ 

してね！ ) 

× 
五所川原蒲繊舌改善推進員会 

~ 
～低コレステロールのメニユー 

夢 
■材料（2 人分） 

牛もも肉・脂なし〔薄切り〕… b0og 
玉ねぎ 	 120g 
ご飯 	 350 g 
青ねぎ 	 20 g 
七味唐辛子 	 少々 

だし汁 	 1/2カップ 
酒 	 小さじ 2 

A みりん 	 小さじ 2 
砂糖 	小さじ 1と1/3 
しょうゆ 

■作り方 

①牛肉は食べやすい大きさに切る。玉ねぎは 5mm幅 

に切る。 
②青ねぎは斜め切りにする。 
③フッ素樹脂加工のフライパンで玉ねぎ、牛肉の順 

に妙める。 
④Aを入れて少し煮、 後に青ねぎを加えてしんな 

りしたら火からおろす。 
⑤器にご飯を盛り、④を煮汁ごとかけ、好みで七味 

唐辛子をふる。 

 

＊このボリユームで、コレステロールはわずか 

35m gしかありません。脂身のない牛もも肉
を使ったり、フツ素樹脂加工のフライパンで
油をひかずに焼＜事で、工ネルギーや脂質を
抑える事が出来ます。お腹いっぱい食べたい

時に試してみてはいかがでしようか。 

 

	ノ 

   

   

救急医療当番医 
月 	日 曜日 医療機関名 住 	所 電 話 

3 月4日 日
  

まっもと整形タ瞬クリニック 下り枝4-4 33 - 5413 

3月Il日 日
  

中村整形外科医院 一ッ谷 508 - 12 34 - 0123 

3月18日 日
  

こどもクリニックおとも 下り枝 8 長内ビル 2 階 39 一 2151 

対応時間（電話で確認） 9時から17時まで 
その他、消防署（救急病院紹介電話34-4999）でも紹介 
します 

I 

1 人分 	442Kca l 塩分1.og 442Kca l 塩分1.Og 

青森県の献血キャラクター ※ I. 

「ブラツト君」 
	2. 

三vv古紙配合率1叩％ 
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